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緒 言

①研究の背景

今 日、急速 な高齢化社会への道 を辿るわが国において、病院、社会福祉施設、

家庭等 における高齢者介護の需要が増大 して きている。我々は、 これまでわが

国お よびスウェーデンにおいて、介護作業 を行 う労働者 を対象 に実態調査 を行

い、運動器障害の有病率や、作業 との関連 を研究 した (Onoら 1995、 Shimaoka

ら1995、 Andoら 1995)。 その結果、 これ らの労働者 において腰痛 をは じめ とす

る運動器症状が高率であ り、 また、近年の病院におけるベ ッ ドの低床化や適切

な人間工学的対処の欠如が重要な危険要因であると考 えるに至 った。

一方、介護方法 について述べたテキス トにおいて、適切 とされる介護テクニ

ックには、 しば しば食い違いが見 られる。 また、近年市販 され始めた介護ベル

ト (患 者の身体 に設置)に よる高齢者介護負担軽減 に関する研究は、我が国に

おいては見あた らず、国外 において もまだ きわめて少 ない。Gargら (1991)は 、

ベ ッ ドと車椅子間の移動介護 について、介護機器や介護ベル ト使用時の負担の

比較検討 を行 っているが、彼等 は我々の計画のような床反力計 を用いた正確 な

力学的評価方法 を採用 していない。 また、Gagnonら (1987)は 、車椅子か ら患者

を立ち上げる作業 についてバイオメカニカルな方法の検討 を行 っている。 この

研究は参考 になるが、実験条件が きわめて限定 された もの となっている。また、

ベ ッ ド上での患者の移動作業 に関するもの (Gagnonら 1988,Lindbeckら 1993,d

e Loozeら 1994)等 も少 しあるが、世界的に見て もまだ低床ベ ッ ド及び介護 テク

ニ ックに関する検討はきわめて不十分 な状況 にある。

②研究 目的

介護作業者の運動器障害予防 をめざ し、適切 な介護方法・条件 を明 らかにす

ることを課題 として、本研究では、①介護作業 に関わるこれまでの諸研究の総

説的検討お よび②実験的検討 を行 う。② の実験的検討では、介護作業の うち、

その第 1歩 として、立ち上げ介護 に焦点 を当て、介護ベル ト及び介護テクニ ッ

クの効果 に関す る人間工学的なシミュレーシ ョンによる検討 を行 う。すなわち、

立ち上げ介護 における各種 の動作・条件 について比較検討 し、相対的に負担の

少ない最適な条件 を明 らかにするための基礎資料 を得 ることをめざす。
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① の介護作業 に関わる諸研究の総説的検討では、介護作業 における研究の動

向 を整理要約 し、今後の研究のあ り方 を展望することをめざす。

② の実験的検討 においては、 この介護ベル トと介護 テクニ ツクの有用性 を実

験的に検討す るとともに、今 日問題視 されつつある低床ベ ツ ドにおける立ち上

げ作業介護負荷 の大 きさをカナダのGagnonの 助言 によるバイオメカニクスの方

法 を取入れて評価検討することをめざ した。
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